






























































調査期間 :2017年 9月 ～11月
分析方法
被検査者2名および研究協力者2名 のロールシヤツ

















ハ反応 の特徴 は, さま ざま な臨床群 に散見 され る
ものであった。そ こで,「思考・言語 カテ ゴ リー」
について検討す ると,健常群 にはみ られず ,臨床
群 の2名 にのみ共通す るス コアが見出 され た。 見
出 され たス コアは ,③DEFENSIVE ATTITUDE
の additional responSe ⑤ FABULIZATION―
RESPONSE(ん)overdefinitenessお よび
OverspecificatiOn tendency, ③ ARBITRARY
THINKINGの overspecification,o)PERSONAL
RESPONSE AND EGO・BOUNDARY
DISTURBANCEの persOnal experienceで あった。
この ことか ら,臨床群の特徴 としては,は じめは
抑制的・防衛的態度であったものの, どのような
反応に対 して も共感的・受容的な態度でかかわる
相手 (検査者)の態度によって,徐 々に想像 ,生 ・
創造性の自由さを取 り戻 したと考えられる。つぎ
に 「認知・思考機能」において,健常群はブロッ
トと連想を結びつ |す )概念形成するのに対 してタ
臨床群では特殊 性や個別性を帯びた過度な限定づ














と恣意的世界が広が り,共有 しに くい過度 な限
定 づ け 。修 飾 を示 す Fabulization/Arbitrary
Thinkingを 区別 している。本研究の臨床群 2名
のみにみ られた スコアは,森田ら (2001)の研









された反応 もみ られた。 これは,臨床群の健康的
な側面であると考えられる(D
被虐待体験があ りながらも,そのことを打ち明
けることは少ない と思われる。久留 (1999)は ,
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